
実験廃液は各部屋でポリタンクに密栓して保管し、外から内容物・所属（研究室・団体名）・責任者が判

るように明示してください。ポリタンクは大学予算（学科、個人研究費）で購入可能です。

上記以外の実験廃棄物が発生する場合は、必ず事前に施設課と処理方法について協議し、決定したうえで

実験を開始してください。

施設課：内線201

実験廃液

感染性廃棄物

（実験動物）

ガラス機器は新聞紙等にくるむ、手袋等

危険でない小物はビニール袋に入れる、

実験機器は電源コードのある場合はコー

ドを切断し、施設課へ問い合わせる。

施設課に確認問い合わせ

後、通常の廃棄物で搬出

可能な場合は、ゴミ捨て

場へ持っていく。

回収を要する場合は、契

約回収業者に施設課から

回収を依頼する。

施設課が契約回収業者に回

収を依頼する。

施設課印刷室内の廃棄BOXに捨てる

溶液は他の実験廃液と混合しないよう

専用ポリタンクに溜め、実験教室か付

近の保管に適した部屋に保管。

実験に使用した機器に付着がある場合

は、4回目のすすぎ水までを同タンク

に廃棄。

ポリタンクの容量、7割程度貯まった

ら施設課に連絡する。

冷凍庫で凍結させて保存。年度末、若し

くは容量の8割を超えたら施設課に回収

を依頼。

専用ポリタンクに溜め、実験教室か付近

の保管に適した部屋に保管。（廃液分類

フローチャート参照）

ポリタンクの容量、7割程度貯まったら

施設課に連絡する。

金属水銀、水銀使用溶液、

水銀汚染機器

有害物質付着の無い実験

機器、薬品使用ガラス機

器、手袋、シリンジ

乾電池
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